
外国語教育だより平成３０年１月１９日発行 第１号 福島県教育庁義務教育課 

English Wind  英語教育の       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各域内及び各市町村教育委員会などで教育課程研究協議会や教育課程に関する研修会などが実施され、新学

習指導要領についての理解が深まっていることと思います。今回はＱ＆Ａの形で、新学習指導要領における小

学校外国語教育についての基本的な情報を確認しましょう。 

Ｑ１：来年度からの時数について教えてください。（以下は最低限の時数の場合）                 

小学校は、平成３０年度～平成３１年度までの２年間が移行期間となり、３・４年生については１５単位時

間を確保し、５・６年生については３５単位時間に加え１５単位時間を確保することになります。その後、平

成３２年度から全面実施となり、３・４年生については３５単位時間を確保し、５・６年生については７０単

位時間を確保することになります。文部科学省や県教育委員会から配付された資料等を熟読し、各校でカリキ

ュラム・マネジメントに取り組み早期に準備を進めてください。なお、中学校は、平成３０年度～平成３２年

度までの３年間が移行期間、平成３３年度から全面実施となります。小・中連携のため、中学校の英語科担当

の先生方も、このような仕組みを十分に共通理解しておきましょう。以下は、小学校のイメージです。 

 

 

 

Ｑ２：小学校外国語教育に関する移行措置の内容を教えてください。                                 

文部科学省から出された『平成２９年７月７日付け２９文科初第５３６号「小学校及び中学校の学習指導要

領等に関する移行措置並びに移行期間中における学習指導等について（通知）」』で示された内容を、必ず各小

学校で確認してください。また、それが新小学校学習指導要領及び解説の中で具体的に何を示しているのか、

そして教材の中で具体的に何を示しているのか、さらに自校の教育計画の中でどこに該当するのかを確認する

ことで、移行措置の内容が遺漏なく学習できるようにしてください。詳細は、上記の通知で確認してください。 

   

新小学校学習指導要領が公示され、小学校においては平成３０年度～平成３１年度が移行期間となり、平成

３２年度からは全面実施となります。文部科学省からの通知を受け、各小学校では準備を進めていることと思

います。一方、学習指導要領の改訂に伴い、小学校外国語教育の早期化・教科化及び中学校外国語教育の高度

化について、どのように対応していけばよいのかなど、不安な声も聞こえてきます。 

そこで、福島県教育庁義務教育課では、各小・中学校への情報提供の一環として、新たに外国語教育だより

「English Wind」を発行することとしました。文部科学省、県教育委員会及び各市町村教育委員会などからの

通知等を補足・補完する形で活用していただきたいと思います。小・中連携のため、小学校の全ての先生方と

中学校の英語科担当の先生方を中心に多くの先生方にお読みいただければ幸いです。 

小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配付 

はじめに １ 

新学習指導要領「Ｑ＆Ａ」 ２ 

平成 30 年度（移行期間１年目） 平成 31 年度（移行期間 2年目） 平成 32 年度（全面実施） 

３・４年生 15 時間 

５・６年生 35 時間＋15 時間 

３・４年生 15 時間 

５・６年生 35 時間＋15 時間 

３・４年生 35 時間 

５・６年生 70 時間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 文部科学省からの委託を受け、現在、磐梯町教育委員会が取り組んでいる外国語教育に関する調査研究事業の

概要です。定期的に公開授業等が実施されます。平成３０年２月２３日(金)にも公開授業が予定されています。 

■主 催：磐梯町教育委員会 

■実践校：磐梯町立磐梯第一小学校・磐梯町立磐梯第二小学校 

■事業名：これからの時代に求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する

調査研究 

■概 要：平成２９年度～平成３０年度の２年間、外国語教育に関するカリキュラム・マネジメントの研究 

     １５分の短時間学習や６０分授業の実践、ＩＣＴの活用など    ※今後も御紹介していきます。 

Ｑ３：            

移行措置に対応して、平成２９年９月に、文部科学省から５・６年生用の新教材「Ｗｅ Ｃａｎ！」が示され

ました。それを受け、福島県教育委員会では１０月１８日（水）に各市町村教育委員会の担当者を対象として新

教材説明会を実施いたしました。この新教材「Ｗｅ Ｃａｎ！」は、移行期間の２年間用となっています。 

その他の資料とともに、以下のように「文部科学省作成 小学校外国語・外国語活動 平成３０年度使用新教

材ダウンロード専用サイト」からダウンロードできますので、活用してください。また、３・４年生用の新教材

「Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！」も平成２９年１２月に示されました。正式な新教材などの紙媒体は、平成３０年２月

頃に各校に配付される予定となっています。なお、この専用サイトは暫定的なサイトですので、各学校では本年

度中にダウンロードをするようにしましょう。 

ダウンロード専用サイトの項目                                

児童用冊子  ３年生用＜１２月最終版＞  ４年生用＜１２月最終版＞ 

       ５年生用＜１２月最終版＞  ６年生用＜１２月最終版＞ 

教師用指導書 ３年生用＜１２月最終版＞  ４年生用＜１２月最終版＞ 

        ５年生用＜１２月最終版＞  ６年生用＜１２月最終版＞ 

デジタル教材 ３年生用（ １月掲載予定） ４年生用（ １月掲載予定） 

       ５年生用＜１２月最終版＞  ６年生用＜１２月最終版＞ 

ワークシート ３年生用（ ２月掲載予定） ４年生用（ ２月掲載予定） 

       ５年生用（ １月掲載予定） ６年生用（ １月掲載予定） 

参考資料（以下もダウンロード可能です） 

・移行期間における学習内容例（平成２９年９月２１日新教材説明会資料） 

・外国語活動教材 Let’s Try!（中学年用）説明資料 

・外国語活動教材 We Can!（高学年用）説明資料 

・We Can!使用フォント・インストール用ファイルのダウンロード（zip ファイル） 

・「年間指導計画例」 

・「学習指導案例」 

・「新学習指導要領（平成２９年３月公示）」 

・「小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブック」 

・文部科学省 mext チャンネル（YouTube） 

・文部科学省 mext チャンネル（YouTube）に掲載の研修用動画一括ダウンロード（zip ファイル） 

・「新学習指導要領に対応した小学校新教材説明会」動画～文部科学省 mext チャンネル（YouTube） 

外国語教育先進事例のご紹介 ３ 


